








てきた。この教育論は『教育の過程』（The Process of Education, 1960）から『教育の適切性』（The 
































「デューイの後に来るものは何か」（“After John Dewey, What?”, 1962）にあるといってよいだろう。



















































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
あるかあるいは事柄があるべきか
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
という規範的なヴァージョンと何が代替的にありうるか












































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
作り直されることになる。再生産された「文化」をもとに行われ
る「文化」変化はその「文化」の参加主体の関心に満足がいくように
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